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豊
島
与
志
雄
「
或
る
女
の
手
記
」
論

―
実
話
怪
談
の
翻
案
―

河
　
内
　
美
　
帆

は
じ
め
に

　

大
正
十
年
前
後
に
は
、
芥
川
龍
之
介
や
佐
藤
春
夫
を
は
じ
め
と
す
る
少
な

く
な
い
作
家
た
ち
が
怪
談
的
な
趣
向
を
持
つ
小
説
作
品
を
著
し
た（（
（

。
三
浦
正

雄
は
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
や
ブ
レ
イ
ク
ら
の
神
秘
主
義
の
流
行
、
オ
リ

ヴ
ァ
ー
・
ロ
ッ
ジ
、
カ
ミ
ー
ユ
・
フ
ラ
マ
リ
オ
ン
ら
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ

ム
の
紹
介
と
受
容
、
ポ
ー
や
ド
イ
ル
の
訳
出
な
ど
、「
怪
談
の
よ
っ
て
た
つ
基

盤
」
が
形
成
さ
れ
た
結
果
と
し
て
こ
の
状
況
を
捉
え
て
い
る（（
（

。
そ
う
し
た
傾

向
は
、
鈴
木
貞
美
が
「
大
正
生
命
主
義
」
の
端
緒
に
挙
げ
る
、「
大
都
会
へ
の

人
口
集
中
期
に
入
り
、
近
代
都
市
文
明
が
引
き
起
こ
す
神
経
症
や
倦
怠
感
な

ど
が
問
題
に
な
り
は
じ
め
た
」
動
き（（
（

と
も
呼
応
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

豊
島
与
志
雄
も
、
大
正
期
の
文
壇
に
あ
っ
て
怪
談
を
手
が
け
た
作
家
の
一

人
で
あ
る
。
豊
島
の
場
合
、
怪
談
的
趣
向
を
も
っ
た
当
時
の
作
品
群
は
、
生

計
を
立
て
る
た
め
に
彼
が
送
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
「
自
分
で
も
あ
き
れ
る

ほ
ど
多
忙
な（（
（

」
売
文
生
活
の
さ
な
か
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
ら
は
、
こ
の
作
家
の
試
み
と
そ
の
特
徴
を
探
る
う
え
で
、
検
討
す

べ
き
問
題
を
多
く
含
む
。

　

大
正
期
の
豊
島
が
執
筆
し
た
怪
談
関
連
の
作
品
は
、
二
つ
の
系
統
に
大
別

で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
白
血
球
」（『
良
婦
之
友
』
大
11
・
3
）
や
「
都
会
の

幽
気
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
大
24
・
1
）
に
代
表
さ
れ
る
創
作
と
、
既
刊
の

怪
異
譚
を
典
拠
と
し
た
翻
案
で
あ
る
。
後
者
の
系
列
は
、
山
内
青
陵
著
・
水

野
葉
舟
編
の
書
籍
『
妖
怪
実
話
』（
宝
文
社
、
大
6
・
9
）
を
藍
本
と
し
て
、

計
四
回
に
わ
た
っ
て
執
筆
さ
れ
た
。「
月
夜
の
話
」（『
新
時
代
』
大
8
・
9
）

お
よ
び
そ
の
リ
ラ
イ
ト
「
月
明
」（『
新
小
説
』
大
10
・
11
）
は
同
書
所
収
の

「
勇
さ
ん
の
話
」
を
、「
古
井
戸
」（『
中
央
公
論
』
大
14
・
10
）
は
同
じ
く
「
松

ケ
枝
の
少
女
」
を
そ
れ
ぞ
れ
典
拠
と
し
て
い
る
。「
或
る
女
の
手
記
」（『
婦
人

俱
楽
部
』
大
9
・
12
）
は
、『
妖
怪
実
話
』
内
の
「
黒
眼
鏡
」
を
翻
案
し
た
作

品
で
あ
る
。

　

中
村
真
一
郎
は
、
同
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
黙
殺
さ
れ
た
「
或
る
女
の
手
記
」

を
、
豊
島
の
初
期
作
品
に
見
ら
れ
る
旺
盛
な
「
精
神
の
神
秘
的
領
域
」
の
探

究
の
一
環
と
捉
え
、「
恋
愛
の
或
る
特
殊
な
心
理
状
態
の
研
究
で
あ
っ
て
、
そ

の
状
態
と
対
象
と
の
複
雑
な
関
係
」
に
「
照
明
を
当
て
は
じ
め
て
い
る
」
点

に
そ
の
重
要
性
を
見
出
し
た（（
（

。
精
神
科
医
の
浅
岡
ま
さ
み
は
、
病
跡
学
的
観

点
か
ら
「
幻
、
夢
、
霊
感
な
ど
の
幻
想
的
あ
る
い
は
、
超
自
然
的
な
体
験
を
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と
り
あ
つ
か
っ
た
作
品
が
多
い
」
と
豊
島
作
品
の
傾
向
を
述
べ
、
そ
の
具
体

例
に
「
主
人
公
の
女
学
生
が
、〝
恋
人
〟
た
る
お
坊
さ
ん
の
幻
影
に
悩
ま
さ
れ

る
話
」
と
し
て
本
作
を
あ
げ
て
い
る（（
（

。
一
方
、
関
口
安
義
は
中
村
の
指
摘
を

一
部
引
き
継
ぐ
よ
う
に
、「
年
若
い
坊
さ
ん
の
幻
影
に
悩
ま
さ
れ
、
極
度
の
神

経
衰
弱
に
陥
る
ヒ
ロ
イ
ン
の
心
理
を
執
拗
に
追
求
し
て
い
る
」
一
編
と
本
作

を
位
置
づ
け
た（（
（

。
ま
た
、
堀
切
直
人
は
、
主
人
公
が
「
得
体
の
知
れ
な
い
、

デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
な
力
に
翻
弄
さ
れ
る
が
ま
ま
、
発
狂
寸
前
の
と
こ
ろ
ま
で

追
い
つ
め
ら
れ
る
」
物
語
と
本
作
の
梗
概
を
ま
と
め
て
い
る（（
（

。
こ
の
よ
う
に

先
行
研
究
は
総
じ
て
、
主
人
公
が
陥
る
不
安
な
心
理
状
態
と
、
彼
女
を
外
部

か
ら
襲
う
不
可
思
議
な
力
と
を
主
な
論
点
と
し
て
き
た
。

　

だ
が
本
作
を
考
察
の
俎
上
に
載
せ
る
場
合
、
先
述
し
た
藍
本
「
黒
眼
鏡
」

と
の
比
較
対
照
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
追
っ
て
紹
介
す
る
が
、
本
作
の
あ
ら
す

じ
は
末
尾
を
除
い
て
「
黒
眼
鏡
」
の
そ
れ
と
概
ね
一
致
す
る
。
し
か
し
「
或

る
女
の
手
記
」
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
に
よ
る
手
記
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
藍
本
に
は
な
い
特
質
を
持
っ
て
い
る
。
本
作
を
た
だ
「
ヒ
ロ
イ
ン

の
心
理
を
執
拗
に
追
求
」
す
る
こ
と
の
み
を
眼
目
と
す
る
作
品
や
、
女
学
生

を
翻
弄
す
る
恐
怖
に
照
準
し
た
物
語
と
解
し
て
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
手
記
の
書

き
手
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
取
り
こ
ぼ
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　
『
妖
怪
実
話
』
の
編
者
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
水
野
葉
舟
は
、
豊
島
の

「
或
る
女
の
手
記
」
に
先
駆
け
て
、「
あ
る
女
の
手
紙
」（『
中
央
公
論
』
明
42
・

3
）
と
題
す
る
短
編
を
著
し
て
い
る
。
こ
れ
は
三
人
の
女
学
生
が
互
い
を
牽

制
し
あ
い
な
が
ら
一
人
の
男
性
に
手
紙
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

求
や
他
の
少
女
た
ち
へ
の
中
傷
に
よ
っ
て
彼
の
関
心
を
自
分
に
振
り
向
け
る

こ
と
に
心
を
砕
く
と
い
う
内
容
の
作
品
で
あ
る
。
対
し
て
、
豊
島
の
「
或
る

女
の
手
記
」
の
場
合
、
手
記
の
書
き
手
は
宛
先
で
あ
る
人
物
に
自
己
を
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
と
す
る
欲
望
を
持
た
な
い
。
だ
が
こ
の
両
作
は
酷
似
し
た
タ
イ
ト

ル
を
持
ち
、
女
学
生
が
あ
る
男
性
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
が
小
説
の
本
体
と

な
っ
て
い
る
点
で
も
重
な
っ
て
い
る
。

　

水
野
葉
舟
は
、『
妖
怪
実
話
』
が
刊
行
さ
れ
る
六
年
前
、「
怪
談
」（『
新
小

説
』
明
44
・
3
）
と
題
し
た
文
章
の
な
か
に
数
編
の
「「
幽
霊
」
の
消
息
を
伝

え
た
話
」
を
採
録
し
た
。
そ
の
う
ち
の
「
僧
」
と
題
さ
れ
た
一
文
の
筋
立
て

は
、
本
書
所
収
の
「
黒
眼
鏡
」
と
大
略
重
な
る
。
し
た
が
っ
て
「
黒
眼
鏡
」

は
、
葉
舟
の
紹
介
す
る
「
僧
」
を
下
敷
き
と
し
た
一
編
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

青
陵
は
『
妖
怪
実
話
』
の
「
序
」
で
「
水
野
氏
は
文
学
者
と
し
て
並
に
多
年

心
霊
研
究
者
と
し
て
世
に
聞
え
た
人
」
で
あ
る
と
敬
意
を
表
し
て
い
る
が
、

葉
舟
が
本
書
の
制
作
に
実
際
に
ど
の
程
度
関
わ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

た
だ
青
陵
は
、「
本
書
に
蒐
録
し
た
話
は
、
皆
著
者
の
聞
書
で
す
」
と
記
し
、

「
稍
潤
色
を
加
へ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
聞
い
た
だ
け
の
事
実
は
少
し
も

曲
げ
て
ゐ
な
い
積
り
で
す
」
と
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
断
り
書
き
は
何
を
意

味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
は
、
豊
島
与
志
雄
の
短
編
「
或
る
女
の
手
記
」
に
お
い
て
、
原
話
が

手
記
形
式
を
通
し
て
い
か
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
書
き
換

え
に
よ
っ
て
何
が
果
た
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
本
作
の
藍
本
『
妖
怪
実
話
』
と
文
壇
進
出
前
後
の
豊
島
と
の
間
に

あ
る
つ
な
が
り
を
確
認
す
べ
く
、
本
書
と
そ
の
編
著
者
を
め
ぐ
る
人
脈
に
つ

い
て
考
証
し
よ
う
。

１
　『
妖
怪
実
話
』
の
周
辺
―
新
自
然
主
義
と
実
話
怪
談

　
『
妖
怪
実
話
』
は
宝
文
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
同
社
か
ら
は
、
翻
訳
『
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
イ
叢
書
第
一
篇 

狂
音
楽
師
』（
大
6
・
8
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
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る
。
訳
者
の
新
城
和
一
は
、
豊
島
の
第
一
高
等
学
校
時
代
の
友
人
で
あ
っ
た（（
（

。

『
狂
音
楽
師
』
巻
末
の
広
告
欄
に
は
、
こ
の
叢
書
を
六
巻
分
続
刊
す
る
旨
が
予

告
さ
れ（（1
（

、
新
城
の
共
同
翻
訳
者
と
し
て
高
瀬
俊
郎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

新
城
と
同
じ
く
一
高
で
豊
島
と
同
級
生
で
あ
っ
た
高
瀬
は
、
二
年
次
に
は
豊

島
、
山
宮
允
ら
と
と
も
に
『
校
友
会
雑
誌
』
の
文
芸
部
委
員
に
選
出
さ
れ
た（（1
（

。

こ
う
し
た
人
間
関
係
を
念
頭
に
置
け
ば
、
豊
島
は
高
瀬
・
新
城
お
よ
び
宝
文

社
を
介
し
て
『
妖
怪
実
話
』
を
知
っ
た
可
能
性
が
浮
か
ぶ
。

　

高
瀬
俊
郎
は
、
窪
田
空
穂
が
選
者
を
務
め
る
『
電
報
新
聞
』
歌
壇
に
中
学

時
代
か
ら
投
稿
を
続
け
、
明
治
三
十
八
年
に
空
穂
を
慕
う
若
手
歌
人
た
ち
が

結
成
し
た
「
十
月
会
」
に
加
わ
っ
た
。
武
川
忠
一
は
こ
の
会
が
明
治
三
十
九

年
頃
か
ら
「
自
然
主
義
」
を
標
語
と
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
が（（1
（

、
そ
の

背
景
に
は
『
早
稲
田
文
学
（
第
二
次
）』
を
拠
点
に
自
然
主
義
が
興
隆
し
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
十
月
会
は
歌
集
を
二
度
編
ん
で
お
り
、
う

ち
一
冊
の
『
黎
明
』（
明
43
・
4
）
に
寄
稿
し
た
の
が
、
早
稲
田
大
学
を
卒
業

し
「
自
然
主
義
文
学
の
新
世
代
の
ひ
と
り（（1
（

」
と
し
て
活
躍
す
る
水
野
葉
舟
で

あ
っ
た
。
葉
舟
は
空
穂
と
は
与
謝
野
鉄
幹
主
宰
の
新
詩
社
時
代
か
ら
の
友
人

で
あ
り
、
彼
を
空
穂
と
並
ぶ
十
月
会
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
と
見
る
説
も

あ
る（（1
（

。
明
治
三
十
五
年
四
月
に
同
人
誌
『
山
比
古
』（
他
の
同
人
に
吉
江
孤

雁
、
中
澤
臨
川
、
蒲
原
有
明
ら
）
を
、
三
十
九
年
七
月
に
は
歌
集
『
明
暗
』

を
二
人
の
合
著
で
出
す
な
ど
、
葉
舟
と
空
穂
の
交
流
は
篤
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
高
瀬
の
文
学
活
動
は
、
早
稲
田
大
学
ゆ
か
り
の
自
然
主
義
文
学
者
た
ち

の
す
ぐ
そ
ば
で
始
ま
っ
て
い
た
。

　

一
方
、
豊
島
が
参
加
し
た
第
三
次
『
新
思
潮
』
も
、
発
起
人
と
な
っ
た
山

宮
允
以
下
、
創
刊
号
か
ら
活
発
に
寄
稿
を
続
け
た
佐
野
文
夫
の
ほ
か
、
芥
川

龍
之
介
も
含
め
て
、
そ
の
同
人
は
早
稲
田
の
人
脈
と
接
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
な
か
で
、
豊
島
は
早
稲
田
文
学
社
員
の
中
村
星
湖
、
相
馬
御
風
ら
に
推
挙

さ
れ
な
が
ら
文
壇
に
登
っ
た（（1
（

。
一
高
の
文
芸
部
委
員
同
士
だ
っ
た
豊
島
と
高

瀬
の
文
学
は
、
ど
ち
ら
も
早
稲
田
の
文
学
者
た
ち
の
近
傍
か
ら
始
ま
っ
た
の

で
あ
り
、
両
者
を
支
え
た
の
も
彼
ら
で
あ
っ
た
。

　

大
正
三
年
六
月
、
十
月
会
を
母
胎
と
し
て
、
窪
田
空
穂
の
責
任
編
集
に
よ

る
雑
誌
『
国
民
文
学
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
高
瀬
は
そ
の
創
刊
号
に
、
同
会
会

員
の
松
村
英
一
、
半
田
良
平
と
並
ん
で
文
章
を
発
表
す
る
。
今
号
の
寄
稿
者

に
は
空
穂
の
ほ
か
に
田
山
花
袋
、
三
木
露
風
、
中
村
星
湖
、
徳
田
秋
声
、
そ

し
て
水
野
葉
舟
が
い
た
。
程
度
の
差
は
あ
れ
、
彼
ら
は
み
な
『
早
稲
田
文
学
』

に
連
な
っ
て
い
た
。
な
お
秋
声
は
、
翌
年
に
豊
島
が
小
説
「
冷
却
」（『
新
潮
』

15
・
1
）
を
発
表
す
る
と
、
そ
れ
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
翌
月
号
に
、

東
京
帝
大
在
学
中
の
豊
島
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
翻
訳
「
ア
レ
キ
シ
ス
」
を
掲
載

し
た
。

　

三
号
以
降
の
『
国
民
文
学
』
の
執
筆
陣
に
は
、
島
村
抱
月
、
相
馬
御
風
と

い
っ
た
『
早
稲
田
文
学
』
の
幹
部
や
岩
野
泡
鳴
、
長
谷
川
天
渓
の
ほ
か
、『
山

比
古
』
か
ら
の
空
穂
の
文
学
仲
間
で
あ
っ
た
孤
雁
や
臨
川
な
ど
自
然
主
義
に

深
く
か
か
わ
る
文
学
者
た
ち
が
名
を
連
ね
た（（1
（

。
豊
島
の
文
学
的
出
発
は
こ
う

し
た
人
脈
に
あ
ず
か
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
彼
に
そ
の
パ
イ
プ
を
も
た
ら

し
た
ひ
と
り
が
、
一
高
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
高
瀬
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
豊
島
が
水
野
葉
舟
と
接
触
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
仲
介
し
た
の
も

高
瀬
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
時
の
代
表
的
な
自
然
主

義
者
を
糾
合
し
た
『
国
民
文
学
』
は
、
豊
島
に
と
っ
て
文
学
活
動
を
展
開
す

る
た
め
の
人
脈
的
な
基
盤
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
『
国
民
文
学
』
に
集
ま
っ
た
自
然
主
義
者
た
ち
の
人
脈
は
、

怪
談
と
い
う
要
素
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
怪
談
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の
流
行
を
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
や
民
俗
学
と
結
ぶ
先
行
論
は
あ
る
が（（1
（

、
こ

れ
を
自
然
主
義
と
の
関
連
で
捉
え
る
論
考
は
意
外
に
少
な
い
。
こ
こ
で
は
水

野
葉
舟
に
注
目
し
、
彼
が
拠
っ
た
当
時
の
自
然
主
義
の
様
相
を
見
て
お
き
た

い
。
相
馬
庸
郎
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
『
早
稲
田
文
学
』
を
牙

城
と
す
る
自
然
主
義
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
象
徴
主
義
の
そ
れ
と
多
分
に
重

な
っ
て
い
た（（1
（

。
文
壇
内
外
を
席
巻
し
、
豊
島
も
そ
の
機
運
の
た
だ
な
か
か
ら

出
発
し
た
「
新
自
然
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
思
潮
に
、
葉
舟
は
ど
の
よ
う

に
接
し
た
の
か
。

　

明
治
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
文
壇
に
興
っ
た
怪
談
ブ
ー
ム
の

な
か
で
、
水
野
葉
舟
が
怪
談
に
傾
倒
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る（（1
（

。

葉
舟
は
「
踊
る
お
化
（
上
）」（『
勧
銀
月
報
』
明
42
・
11
）
に
お
い
て
、
柳
田

国
男
が
自
邸
で
主
宰
し
て
い
た
龍
土
会
に
出
入
り
す
る
う
ち
、
そ
の
一
員
と

怪
談
の
話
題
で
意
気
投
合
し
た
こ
と
を
端
緒
に
「
自
分
の
怪
談
癖
は
次
第
に

増
長
し
た
」
と
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

次
第
に
種
々
な
話
を
集
め
て
行
く
に
従
っ
て
、
自
分
が
嘗
て
思
っ
た
、

人
間
の
制
限
さ
れ
た
五
感
で
感
ず
る
、
以
外
、
以
上
の
世
界
を
知
ら
ん

と
す
る
欲
望
が
起
っ
た（（2
（

。

　

蒲
原
有
明
の
「
龍
土
会
追
想
録
」（『
文
章
世
界
』
大
4
・
4
）
に
よ
れ
ば
、

葉
舟
の
「
怪
談
癖
」
の
発
端
と
な
っ
た
龍
土
会
の
関
係
者
に
は
、
国
木
田
独

歩
、
花
袋
、
泡
鳴
と
い
っ
た
代
表
的
な
自
然
主
義
者
の
ほ
か
、
窪
田
空
穂
、

吉
江
孤
雁
、
中
澤
臨
川
ら
『
山
比
古
』
の
顔
ぶ
れ
が
そ
の
ま
ま
見
え
る
。
彼

ら
に
囲
ま
れ
る
な
か
で
、
水
野
葉
舟
は
「
人
間
の
制
限
さ
れ
た
五
感
で
感
ず

る
、
以
外
、
以
上
の
世
界
を
知
ら
ん
と
す
る
」
た
め
に
怪
談
に
没
頭
し
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
は
、『
早
稲
田
文
学
』
の
主
筆
・
抱
月
の
「
囚
は

れ
た
る
文
芸
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
39
・
1
）
と
通
底
す
る
。
抱
月
は
こ
こ

で
、
ボ
ザ
ン
ケ
や
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
の
象
徴
主
義
論
を
紹
介
し
、「
見
ゆ
る
以

上
、
聞
こ
ゆ
る
も
の
以
上
に
あ
る
一
物
」
へ
の
彼
ら
の
関
心
を
説
明
し
て
い
た
。

　

ま
た
葉
舟
は
「
怪
談
」（『
勧
銀
月
報
』
明
44
・
3
）
で
、
怪
談
を
集
め
る

際
に
「
無
理
に
話
を
凄
く
し
よ
う
と
し
て
、
種
々
な
附
け
た
し
も
の
が
入
っ

て
来
る
の
を
恐
れ
る（（2
（

」
と
述
べ
、「
実
見
の
純
粋
」
を
主
眼
と
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
説
い
た
。
こ
れ
は
、『
妖
怪
実
話
』
著
者
の
山
内
青
陵
が
「
之
を
公

に
し
よ
う
が
た
め
に
稍
潤
色
を
加
へ
た
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
と
は
対
照
的

で
あ
る
。
右
の
葉
舟
の
姿
勢
も
、
抱
月
の
、
自
然
主
義
は
「
真
と
い
ふ
最
後

の
目
的
」
の
た
め
に
「
一
切
人
口
虚
飾
の
分
子
を
撰
脱
す
る
を
要
す
る
」（「
文

芸
上
の
自
然
主
義
」『
早
稲
田
文
学
』
明
41
・
1
）
と
い
う
主
張
と
一
致
す

る
。
や
が
て
葉
舟
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
に
傾
斜
し
て
ゆ
く
が
、
そ
の
故

を
自
然
の
「
力
―
神
を
、
ほ
の
か
に
見
る
事
が
出
来
る
に
至
つ
て
、
こ
の
宇

宙
は
面
を
変
へ
て
私
の
心
に
映
る
の
で
あ
」
り
、「
無
際
限
の
宇
宙
が
見
せ
る

永
遠
は
、
そ
の
一
点
で
あ
る
私
自
身
の
永
遠
と
全
く
相
通
じ
て
い
る
」
と
実

感
す
る
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
（「
序
」、
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ッ
ジ
著

『
レ
イ
モ
ン
ド
』
野
尻
抱
影
訳
、
奎
運
社
、
大
13
・
11
）。
こ
う
し
た
宇
宙
や
自

然
と
自
己
と
を
合
一
さ
せ
る
思
考
も
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
抱

月
を
は
じ
め
と
す
る
早
稲
田
派
が
提
唱
し
た
新
自
然
主
義
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
葉
舟
の
怪
談
や
心
霊
現
象
へ
の
関
心
は
、『
早
稲
田
文
学
』
誌

上
の
新
自
然
主
義
と
相
即
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
葉
舟
に
お
い
て
、
怪
談

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
傾
倒
は
自
然
主
義
と
地
続
き
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る（（2
（

。

彼
が
「
実
話
」
を
謳
う
山
内
青
陵
の
『
妖
怪
実
話
』
に
名
を
貸
し
た
の
も
、

こ
の
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
聞
い
た
だ
け
の
事
実
は
少
し
も
曲
げ
て
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ゐ
な
い
積
り
」
と
い
う
青
陵
の
断
り
書
き
は
、
自
然
主
義
に
基
づ
い
た
「
事

実
」
へ
の
志
向
を
強
く
持
つ
葉
舟
へ
の
配
慮
だ
っ
た
と
み
な
せ
る
だ
ろ
う
。

　

横
山
茂
雄
は
、「
怪
談
、
怪
談
会
の
流
行
」
は
「
隠
秘
世
界
へ
の
情
熱
の
昂

ま
り
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
」
と
概
観
し
て
い
る（（2
（

。
そ
れ
は
単
に
個
人
の
趣

味
や
嗜
好
に
基
づ
く
も
の
と
は
限
ら
ず
、
葉
舟
の
よ
う
な
作
家
に
と
っ
て
は
、

明
治
末
期
の
文
壇
に
広
く
流
通
し
た
象
徴
主
義
的
な
性
格
を
帯
び
た
自
然
主

義
を
追
究
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
と

言
え
よ
う
。
そ
し
て
象
徴
主
義
＝
自
然
主
義
の
理
念
を
ど
う
扱
う
か
が
作
家

活
動
を
始
め
た
当
初
の
豊
島
に
お
い
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

す
で
に
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る（（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
『
妖
怪
実
話
』
は
、
豊
島
の
作
家
と
し
て
の
原
点
に
か
か
わ

る
い
く
つ
か
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
豊
島
の
「
或
る
女
の
手
記
」
は
こ
の

藍
本
に
い
か
に
手
を
加
え
て
成
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
原
話
の

「
僧
」「
黒
眼
鏡
」
と
比
較
し
な
が
ら
、
本
作
の
特
徴
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

２
　
空
間
的
な
フ
レ
ー
ム

　

水
野
葉
舟
の
「
僧
」
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
兄
・

弟
と
暮
ら
す
女
学
生
が
使
う
通
学
路
に
は
僧
園
が
あ
り
、
そ
の
前
に
は
必
ず

黒
い
眼
鏡
を
か
け
た
一
人
の
若
い
僧
が
佇
ん
で
い
て
、
彼
女
が
通
り
か
か
る

た
び
に
そ
の
姿
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
き
た
。
や
が
て
彼
は
付
け
文
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
気
味
悪
が
っ
て
道
を
変
え
た
女
学
生
を
今
度
は
そ
の
学
校
や
家

の
前
で
待
ち
伏
せ
る
。
事
態
を
重
く
見
た
女
学
生
の
兄
が
直
接
僧
に
詰
め
寄

る
と
、
こ
の
男
は
涙
を
落
と
し
、
こ
れ
か
ら
自
分
は
ア
メ
リ
カ
へ
行
く
つ
も

り
だ
と
答
え
た
。
言
葉
通
り
に
僧
は
姿
を
消
し
、
女
学
生
も
無
事
に
学
校
を

卒
え
て
郷
里
に
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
実
家
の
隣
に
あ
る
寺
の
主
婦
が
跡
取
り
息

子
と
の
婚
姻
を
彼
女
に
申
し
入
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
と
た
ん
、
こ
の

少
女
は
泣
き
伏
し
て
何
も
の
か
に
許
し
を
乞
い
は
じ
め
、
以
後
も
詫
び
る
言

葉
や
僧
が
来
た
と
い
う
内
容
の
う
わ
ご
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
衰
弱
し
て
ゆ

き
つ
い
に
死
ん
で
し
ま
う
。

　

山
内
青
陵
の
「
黒
眼
鏡
」
は
、
多
少
の
肉
づ
け
を
ほ
ど
こ
し
て
は
い
る
が
、

「
僧
」
と
概
ね
同
じ
ス
ト
ー
リ
ー
を
た
ど
る
。
細
部
を
見
て
も
、
女
学
生
と
同

居
す
る
家
族
、
寺
の
男
の
身
分
、
男
に
対
す
る
女
学
生
の
兄
の
態
度
な
ど
の

相
違
点
も
あ
る
が
、「
僧
」「
黒
眼
鏡
」
の
共
通
点
は
多
い
。
た
と
え
ば
両
話

と
も
、
寺
の
若
い
男
を
黒
い
眼
鏡
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
男

の
描
写
に
は
「
僧
園
の
前
に
来
る
と
、
必
ず

0

0

一
人
の
若
い
僧
が
立
っ
て
い
る
」

（「
僧
」、
傍
点
引
用
者
、
以
下
同
じ
）、「
毎
朝
同
じ

0

0

0

0

時
間
に
そ
の
前
を
通
る
毎0

に0

、
若
い
男
は
い
つ
も
同
じ

0

0

0

0

0

や
う
な
様
子
」、「
い
つ
で
も

0

0

0

0

藁
草
履
を
穿
い
て

ゐ
た
」、「
男
の
眼
に
も
毎
日

0

0

通
る
若
い
女
学
生
の
蝦
茶
袴
の
姿
が
、
だ
ん
だ

ん
濃
く
」（「
黒
眼
鏡
」）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
所
作
が
つ
ね
に
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
副
詞
が
と
も
な
う
。
さ
ら
に
は
、
女
学
生
を
追
っ

て
き
た
男
が
立
つ
場
所
も
彼
女
の
家
の
門
前
で
一
致
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
豊
島
の
「
或
る
女
の
手
記
」
は
、
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
女

学
生
「
私
」
が
著
し
た
手
記
を
作
品
そ
の
も
の
と
し
て
い
る
。
二
つ
の
原
話

で
は
一
貫
し
て
、
寺
の
男
か
ら
も
語
り
手
か
ら
も
見
ら
れ
る
＝
語
ら
れ
る
存

在
で
あ
っ
た
女
学
生
が
、「
或
る
女
の
手
記
」
で
は
手
記
を
綴
る
＝
見
る
主
体

と
し
て
位
置
づ
け
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
が
そ
の
手
記
の
冒
頭
の

叙
述
で
あ
る
。

　

私
は
そ
の
お
寺
が
好
き
だ
つ
た
。
／
重
々
し
い
御
門
の
中
は
、
す
ぐ

に
広
い
庭
に
な
つ
て
ゐ
て
、
植
込
の
木
立
に
日
の
光
り
を
遮
ら
れ
てマ
マる
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せ
い
か
、
地
面
は
一
面
に
苔
生
し
て
ゐ
た
。
そ
の
庭
の
中
に
、
楓
の
木

が
二
列
に
立
ち
並
ん
で
、
御
門
か
ら
真
直
に
広
い
道
を
拵
へ
て
ゐ
た
。

　

原
話
に
お
い
て
は
、
寺
は
、
黒
眼
鏡
の
男
に
関
係
す
る
場
所
と
し
て
不
吉

な
印
象
を
帯
び
て
い
た
。
対
し
て
本
作
の
第
一
文
目
で
は
、
寺
が
「
好
き
」

だ
と
い
う
「
私
」
の
感
情
が
表
白
さ
れ
、
た
だ
ち
に
そ
の
印
象
は
「
だ
つ
た
」

と
い
う
過
去
形
で
受
け
ら
れ
る
。「
手
記
」
執
筆
の
時
点
か
ら
の
時
間
の
経
過

を
示
す
こ
の
過
去
形
は
、「
私
」
が
寺
に
抱
く
感
情
の
変
化
を
読
者
に
予
想
さ

せ
る
。

　

寺
の
境
内
の
様
子
を
描
写
す
る
二
文
目
で
は
、「
重
々
し
い
寺
の
御
門
」
と
、

そ
れ
に
隔
て
ら
れ
た
内
側
の
庭
に
筆
が
割
か
れ
て
い
る
。
原
話
で
は
、
女
学

生
と
黒
眼
鏡
の
男
と
が
顔
を
あ
わ
せ
る
場
所
は
「
僧
園
の
前
」（「
僧
」）
あ
る

い
は
「
門
前
」（「
黒
眼
鏡
」）
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
の
話
に
も
庭
は
出
て
こ

ず
、
門
が
彼
ら
を
内
外
で
隔
て
る
働
き
を
す
る
こ
と
も
な
い
。
一
方
、
豊
島

作
品
で
は
、
手
記
の
書
き
手
で
あ
る
「
私
」
が
、
自
分
と
寺
の
男
と
を
画
す

る
門
の
存
在
を
書
き
込
ん
で
い
る
。
門
は
、
庭
の
風
景
を
視
覚
的
に
切
り
取

り
、
柱
に
「「
猥
リ
ニ
出
入
ヲ
禁
ズ
」
と
い
ふ
札
」
を
掲
げ
て
内
と
外
と
を
区

切
っ
て
い
る
。「
私
」
の
手
記
に
は
、
こ
の
よ
う
な
空
間
的
な
フ
レ
ー
ム
が
さ

ま
ざ
ま
な
形
を
と
っ
て
繰
り
返
し
現
れ
る
。

　

先
の
引
用
に
は
、「
そ
の
お
寺
の
象
が
は
つ
き
り
私
の
頭
に
刻
み
込
ま
れ
た

の
は
、
女
学
校
の
三
年
の
頃
か
ら
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。
そ
し
て
ま
た

そ
の
年
に
、
あ
の
人
の
姿
を
見
る
よ
う
に
な
つ
た
」
と
い
う
叙
述
が
続
く
。

「
あ
の
人
」
と
は
、
の
ち
に
「
私
」
と
微
笑
を
交
わ
し
あ
う
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
そ
の
後
に
一
転
し
て
彼
女
を
恐
怖
に
陥
れ
る
寺
の
男
を
指
す
。
す
な
わ

ち
「
私
」
は
「
あ
の
人
」
の
こ
と
に
先
立
っ
て
、
彼
が
身
を
置
く
寺
に
関
す

る
記
述
を
行
な
う
。
彼
女
は
「
あ
の
人
」
を
単
独
で
は
登
場
さ
せ
ず
、
ま
ず

は
寺
と
い
う
彼
の
帰
属
す
る
空
間
を
語
り
、
そ
の
フ
レ
ー
ム
の
な
か
に
彼
を

囲
繞
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
後
、
彼
の
様
子
や
言
動
は
、
こ
の
よ
う
な
空
間
的
な
フ
レ
ー
ム
の
な
か

で
描
か
れ
て
い
く
。「
若
い
お
坊
さ
ん
の
姿
が
、
そ
の
お
寺
の
庭
に
、
楓
の
並

木
の
向
ふ
に
、
ぢ
つ
と
立
つ
て
ゐ
る
の
を
私
は
見
出
す
や
う
に
な
」
り
、「
知

ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
見
馴
れ
て
し
ま
つ
た
」
と
、「
私
」
は
寺
の
男
を
意
識

し
は
じ
め
た
と
き
の
状
況
を
説
明
す
る
。
彼
女
は
男
を
「
お
坊
さ
ん
」
と
呼

び
換
え
つ
つ
、
彼
の
風
体
に
つ
い
て
は
そ
の
着
物
の
こ
と
の
み
を
書
く
。
原

話
「
僧
」「
黒
眼
鏡
」
で
は
、
黒
い
眼
鏡
が
寺
の
男
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
本
作
で
は
現
れ
て
こ
な
い
。
彼
女
が
「
見

馴
れ
て
」
ゆ
く
の
は
、
黒
い
眼
鏡
を
か
け
た
彼
で
は
な
く
、「
お
寺
の
庭
」
す

な
わ
ち
門
と
い
う
枠
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
い
る
彼
な
の
で
あ
る
。

そ
の
年
若
い
お
坊
さ
ん
は
、
い
つ
も
白
い
平
素
着
で
、
楓
の
茂
み
の
向

ふ
に
佇
ん
で
ゐ
た
り
、
ま
た
時
に
は
御
門
か
ら
真
正
面
の
大
き
な
石
碑

の
前
を
、
ゆ
る
や
か
に
歩
い
て
る
こ
と
も
あ
つ
た
。
そ
の
姿
が
、
お
寺

の
中
の
閑
寂
な
庭
に
、
一
し
ほ
趣
き
を
添
へ
て
ゐ
た
。
私
は
お
寺
の
前

を
通
る
毎
に
、
必
ず
中
を
ち
ら
り
と
覗
き
込
ん
で
、
其
処
に
お
坊
さ
ん

の
姿
を
見
出
さ
れ
な
い
と
、
或
る
淡
い
不
満
を
覚
へ
た
も
の
で
あ
る
。

　

右
の
一
節
で
「
私
」
が
語
る
の
も
、
男
へ
の
好
感
は
「
閑
寂
な
庭
に
、
一

し
ほ
趣
き
を
添
へ
」
る
彼
の
動
作
や
佇
ま
い
に
こ
そ
発
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
男
の
存
在
感
は
、
フ
レ
ー
ム
に
囲
ま
れ
た
庭
と
い
う
空
間
に
調

和
し
て
は
じ
め
て
顕
れ
て
く
る
。
彼
は
の
ち
に
、「
石
牌
の
影
に
隠
れ
て
、
首
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か
ら
上
だ
け
つ
き
出
」
し
て
凝
視
し
て
く
る
と
い
う
、
普
段
に
な
い
動
き
を

と
る
。
そ
の
と
き
「
私
」
は
、「
な
ぜ
秋
の
頃
の
や
う
に
、
あ
の
清
ら
か
な
庭

の
中
に
立
つ
て
、
美
し
い
楓
の
若
葉
を
背
景
に
し
て
―
楓
の
若
葉
く
ら
い
美

し
い
も
の
は
な
い
―
、
穏
か
な
笑
顔
で
私
に
逢
つ
て
は
く
れ
な
か
つ
た
の

か
？
」
と
思
う
。
男
が
変
容
し
た
こ
と
の
事
情
は
関
心
の
外
に
し
て
、
あ
く

ま
で
も
「
私
」
は
観
念
的
に
構
成
さ
れ
る
べ
き
庭
の
一
部
分
と
し
て
の
み
男

を
遇
す
る
。
男
を
フ
レ
ー
ム
に
縁
ど
ら
れ
た
場
所
に
あ
て
は
め
て
知
覚
し
よ

う
と
す
る
志
向
を
、「
私
」
は
露
骨
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

３
　
フ
レ
ー
ム
と
し
て
の
幻
覚

　

こ
の
よ
う
に
「
私
」
は
本
作
の
序
盤
部
に
お
い
て
、
藍
本
に
は
な
い
門
内

＝
庭
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
男
を
描
く
こ
と
に
意
を
注
い
で
い
る
。
男
を

空
間
的
フ
レ
ー
ム
に
囲
い
込
む
記
述
を
行
な
っ
た
う
え
で
、「
私
」
は
よ
う
や

く
寺
の
男
に
お
び
や
か
さ
れ
る
日
々
の
説
明
に
取
り
か
か
っ
て
い
く
。

　

そ
れ
ま
で
「
大
抵
毎
日
の
や
う
に
顔
を
合
し
て
ゐ
た
」
寺
の
男
は
、
あ
る

日
突
然
姿
を
消
し
た
か
と
思
う
と
、
ま
た
ふ
い
に
現
れ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
、

や
が
て
明
ら
か
に
異
様
な
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
る
。「
私
」
に
よ
れ
ば
、「
植

込
の
影
や
、
石
牌
や
築
山
の
影
な
ど
か
ら
、
私
の
方
を
窺
」
う
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
「
私
が
お
寺
の
前
を
通
る
毎
に
、
箒
を
手
に
し
て
る
彼
の
姿
が
、
い

つ
も
御
門
の
中
に
見
え
る
や
う
に
な
」
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
も
、

「
白
い
平
素
着
は
、
薄
黒
く
汚
れ
て
ゐ
る
上
に
皺
く
ち
や
に
な
」
り
「
顔
は
真

蒼
に
艶
を
失
つ
て
、
頬
が
げ
つ
そ
り
こ
け
て
ゐ
た
。
髪
の
毛
も
五
分
刈
位
に

伸
び
乱
れ
て
、
薄
ら
寒
い
髯
が
生
え
て
る
」
外
見
も
、
清
雅
な
庭
＝
門
内
に

似
つ
か
わ
し
い
人
物
と
い
う
、「
私
」
が
こ
れ
ま
で
彼
に
抱
い
て
き
た
印
象
を

覆
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
寺
の
男
は
、「
私
」
が
設
定
し
た
空
間
上
の
フ

レ
ー
ム
か
ら
逸
脱
す
る
。

　

そ
し
て
「
或
る
時
、
彼
が
門
の
外
に
出
て
来
て
る
」
と
こ
ろ
を
「
私
」
は

目
撃
す
る
。
庭
と
の
調
和
と
い
う
観
念
的
な
枠
組
み
か
ら
脱
却
す
る
だ
け
で

な
く
、
彼
は
と
う
と
う
、
物
質
的
な
フ
レ
ー
ム
と
し
て
の
門
を
現
実
的
に
越

え
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
山
門
の
内
外
を
往
還
し
は
じ
め
た
寺
の
男
は
、
あ

る
日
寺
の
前
を
通
っ
て
帰
宅
す
る
「
私
」
を
追
い
、
家
ま
で
や
っ
て
来
る
。

帰
宅
途
中
の
女
学
生
が
寺
の
男
に
追
わ
れ
る
と
い
う
流
れ
は
、
原
話
で
も
描

か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

学
校
の
門
の
処
に
立
っ
て
い
た
り
、
帰
っ
て
来
る
と
自
分
の
家
の
前
に

立
っ
て
い
た
り
す
る
。（
略
）
／
或
る
日
の
事
、
帰
っ
て
来
る
と
、
丁
度

門
の
処
に
立
っ
て
い
る
。
で
家
に
入
っ
て
兄
さ
ん
に
そ
う
言
う
と
、
兄

さ
ん
は
、
そ
れ
は
丁
度
い
い
、
一
度
、
存
分
に
言
っ
て
懲
し
て
や
ろ
う

と
言
う
の
で
、
出
て
行
っ
て
み
る
と
、
果
し
て
立
っ
て
い
た
。（「
僧（（2
（

」）

　

右
は
、「
黒
眼
鏡
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

翌
日
、
男
は
矢
張
り
妹
の
後
を
つ
け
て
来
た
。
そ
し
て
門
の
前
に
立
つ

て
中
を
覗
い
て
ゐ
る
様
子
で
あ
つ
た
。
／
「
兄
さ
ん
、
兄
さ
ん
、
ま
た

あ
の
男
が
つ
け
て
来
て
よ
。」
慌
て
ゝ
妹
が
声
を
低
く
か
う
叫
ぶ
の
で
、

兄
は
玄
関
へ
出
て
見
た
。
門
の
前
に
は
そ
の
男
が
ぼ
ん
や
り
と
立
つ
て

ゐ
た
。（「
黒
眼
鏡
」

　

一
方
、
豊
島
の
「
或
る
女
の
手
記
」
は
、
こ
こ
に
新
た
な
要
素
を
付
け
加

え
て
い
る
。
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彼
が
私
の
後
か
ら
常
に
七
八
歩
の
間
隔
を
保
つ
て
つ
い
て
き
た
。
漸
く

家
の
前
ま
で
来
て
、
私
が
門
の
中
へ
は
い
る
と
、
彼
も
中
へ
は
い
つ
て

来
た
。
私
が
玄
関
に
立
つ
た
時
、
此
度
は
不
思
議
に
も
（
略
）
玄
関
の

方
へ
や
つ
て
来
る
彼
の
足
音
が
、
門
内
の
砂
利
の
上
に
は
つ
き
り
聞
え

た
。
私
は
も
う
堪
ら
な
く
な
つ
た
。
後
ろ
を
ふ
り
返
る
余
裕
も
、
靴
を

ぬ
ぐ
隙
も
な
か
つ
た
。（
略
）
兄
さ
ん
が
玄
関
に
出
て
行
か
れ
る
と
、
其

処
に
彼
が
立
つ
て
ゐ
た
さ
う
で
あ
る
。

　

二
つ
の
原
話
に
登
場
す
る
男
は
、
い
ず
れ
も
女
学
生
の
家
の
前
で
足
を
止

め
た
。
対
し
て
本
作
の
男
は
、「
私
」
の
家
の
門
を
易
々
と
超
え
て
玄
関
ま
で

踏
み
込
ん
で
く
る
。「
私
」
は
、
単
に
自
分
の
後
を
尾
け
て
く
る
だ
け
で
な

く
、
寺
の
門
と
自
分
の
家
の
門
と
い
う
二
つ
の
枠
を
す
り
抜
け
て
く
る
迫
力

を
男
に
感
じ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
加
筆
に
よ
り
、
男
の
不
気
味
さ
が

原
話
よ
り
も
立
体
的
に
描
き
出
さ
れ
る
。

　

だ
が
、「
私
」
の
筆
は
男
の
不
気
味
さ
を
強
調
す
る
一
方
で
、
男
の
恐
ろ
し

さ
を
原
話
よ
り
薄
め
も
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
私
」
は
、
登
下
校
の
途
中

に
男
と
顔
を
あ
わ
せ
た
こ
と
を
書
く
際
、「
度
々
」「
殆
ん
ど
毎
朝
の
や
う
に
」

「
時
々
」「
た
ま
に
」
と
い
っ
た
語
を
し
ば
し
ば
使
う
。「
お
寺
の
前
を
通
る
毎

に
、（
略
）
彼
の
姿
が
、
い
つ
も
御
門
の
中
に
見
え
る
や
う
に
」
と
の
記
述
も

あ
る
が
、
そ
の
「
い
つ
も
」
も
、
三
段
落
後
に
「
彼
の
姿
が
見
え
な
い
」
こ

と
は
「
ご
く
稀
れ
で
あ
つ
た
」
と
上
書
き
さ
れ
、
男
と
の
邂
逅
の
不
気
味
さ

は
頻
度
の
表
現
を
用
い
て
希
釈
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
彼
の
恐
怖
が

軽
減
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
。
女
学
生
が
幾
度
も
尾
け
ら
れ
る
「
僧
」「
黒
眼

鏡
」
と
違
い
、
本
作
の
男
が
実
際
に
「
私
」
を
追
い
か
け
て
く
る
の
は
一
度

だ
け
で
あ
る
。「
私
」
が
男
に
悩
ま
さ
れ
る
直
接
の
機
会
は
、
原
話
と
比
べ
て

大
き
く
減
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
私
」
は
男
か
ら
追
わ
れ
て
恐
怖
す
る
さ
ま
を
複
数
回

に
わ
た
っ
て
手
記
に
書
き
込
ん
で
い
る
。
男
に
よ
る
追
跡
は
、
右
の
引
用
の

場
面
を
除
い
て
現
実
の
出
来
事
で
は
な
く
、
彼
女
の
幻
覚
あ
る
い
は
夢
の
な

か
で
反
復
さ
れ
る
出
来
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
私
」
は
、
男
に
追
跡
さ
れ

た
こ
と
の
恐
怖
を
、
専
ら
自
身
の
幻
覚
が
つ
く
り
出
し
た
も
の
と
し
て
記
述

し
て
い
る
の
だ
。「
私
」
が
男
の
尾
行
を
幻
視
す
る
場
面
の
ひ
と
つ
が
、
以
下

で
あ
る
。

私
は
彼
を
後
ろ
に
つ
い
て
来
さ
せ
な
が
ら
、
家
の
前
ま
で
来
る
と
、
つ

と
身
を
飜
へ
し
て
門
の
中
に
は
い
つ
た
。
そ
れ
か
ら
玄
関
で
靴
を
ぬ
い

で
上
ら
う
と
す
る
と
、
彼
も
や
は
り
門
の
中
へ
す
う
つ
と
は
い
つ
て
来

た
の
で
あ
る
。
本
当
に
す
う
つ
と
で
あ
つ
た
。
砂
利
の
上
な
の
に
足
音

も
し
な
か
つ
た
。
私
は
急
に
震
へ
上
つ
た
。
そ
し
て
玄
関
に
つ
つ
立
つ

て
、
初
め
て
後
ろ
を
ふ
り
返
つ
て
み
た
。
す
ぐ
眼
の
前
に
、
玄
関
の
外

に
、
彼
が
ぢ
つ
と
立
つ
て
ゐ
る
。（
略
）
玄
関
へ
行
つ
て
み
た
。
誰
も
居

な
か
つ
た
。
門
の
外
へ
出
て
み
た
。
通
り
に
は
お
坊
さ
ん
ら
し
い
姿
は

見
え
な
か
つ
た
。

　
「
私
」
が
男
に
追
わ
れ
る
幻
を
見
る
こ
の
く
だ
り
は
、
先
に
引
用
し
た
、
現

実
に
男
が
尾
け
て
き
た
場
面
と
酷
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
男
を
「
つ
い
て

来
さ
せ

0

0

0

」
る0

か
「
間
隔
を
保
つ
て
つ
い
て
」
来
ら
れ
る

0

0

0

0

か
、
靴
を
ぬ
ぐ
気
持

ち
の
ゆ
と
り
が
あ
る
か
な
い
か
、「
後
ろ
を
ふ
り
返
る
」
か
「
ふ
り
返
る
余

裕
」
を
持
て
な
い
か
な
ど
、
二
つ
の
場
面
で
「
私
」
の
思
考
や
動
作
は
異
な

る
。
符
合
し
て
い
る
の
は
、
男
の
行
動
の
方
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
起
こ
っ
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た
出
来
事
が
悪
夢
と
し
て
回
帰
し
て
く
る
の
で
は
な
く
、「
私
」
が
見
た
幻
を

忠
実
に
な
ぞ
る
よ
う
な
行
動
を
男
が
後
か
ら
現
実
世
界
で
取
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
う
し
た
男
の
動
き
の
一
致
は
偶
然
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

な
る
ほ
ど
原
話
が
怪
談
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、

本
作
の
こ
の
出
来
事
も
、
浅
岡
ま
さ
み
や
堀
切
直
人
が
豊
島
作
品
の
モ
テ
ィ
ー

フ
と
し
て
指
摘
す
る
超
自
然
的
な
予
知
と
み
な
し
て
無
理
は
な
い（（2
（

。
し
か
し

も
う
ひ
と
つ
の
解
釈
が
あ
り
得
る
。「
私
」
が
書
く
と
い
う
行
為
に
お
い
て
、

幻
と
実
際
の
出
来
事
と
が
生
起
し
た
順
を
差
し
替
え
て
い
る
と
い
う
解
釈
で

あ
る
。
つ
ま
り
彼
女
は
、
幻
視
の
体
験
に
つ
い
て
の
記
述
を
、
男
が
実
際
に

尾
行
し
て
き
た
こ
と
の
記
述
に
あ
え
て
先
行
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
操
作
に
よ
り
、
幻
覚
は
男
の
行
動
を
先
取
り
す
る
、
彼
を
囲
い
込
む
べ

き
フ
レ
ー
ム
と
な
る
。

　

男
が
「
私
」
を
追
っ
て
門
を
く
ぐ
り
玄
関
に
立
っ
て
い
た
と
い
う
右
の
事

件
は
、
表
を
見
に
行
っ
た
義
姉
の
「
誰
も
来
て
は
ゐ
ま
せ
ん
よ
」
と
の
発
言

に
よ
っ
て
、「
私
」
の
幻
覚
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
幻
覚
体

験
の
後
、
ふ
た
た
び
「
私
が
門
の
中
へ
は
い
る
と
、
彼
も
中
へ
は
い
つ
て
来

た
」
と
男
の
追
跡
と
侵
入
が
綴
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
に
は
「
私
」
だ
け
で
な

く
、
彼
女
の
兄
も
そ
の
姿
を
知
覚
す
る
よ
う
に
、
男
は
現
実
の
側
へ
と
闖
入

し
て
き
て
は
い
る
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
男
の
闖
入
と
そ
の
行
動
の
詳
細

が
「
私
」
の
幻
覚
に
よ
っ
て
予
め
先
取
り
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

男
は
確
か
に
恐
る
べ
き
存
在
と
さ
れ
て
は
い
る
が
、
彼
は
寺
の
門
か
ら
出
て

「
私
」
の
家
の
門
内
ま
で
入
っ
て
く
る
と
い
う
、「
私
」
が
幻
で
見
た
通
り
の

動
き
を
す
る
。
こ
の
意
味
で
彼
は
、「
私
」
の
幻
覚
と
い
う
フ
レ
ー
ム
の
外
に

出
て
は
い
な
い
。
男
か
ら
の
尾
行
の
ほ
と
ん
ど
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
つ
く

り
出
し
て
い
た
「
私
」
は
、
現
実
に
起
こ
っ
た
た
だ
一
度
の
追
跡
さ
え
も
、

自
身
が
す
で
に
見
て
い
た
幻
覚
と
重
な
る
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

原
話
「
僧
」「
黒
眼
鏡
」
は
、
寺
の
男
が
引
き
起
こ
す
不
吉
な
物
語
で
あ

り
、
女
学
生
に
死
を
も
た
ら
し
た
元
凶
と
し
て
寺
の
男
を
特
権
視
す
る
と
こ

ろ
に
核
心
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
寺
の
男
と
女
学
生
は
覆
し
が
た
い
上
下

関
係
、
ま
た
は
支
配
―
被
支
配
関
係
に
あ
る
。
対
し
て
本
作
の
「
私
」
は
、

迫
り
く
る
男
に
恐
怖
し
つ
つ
も
彼
を
幻
覚
と
い
う
フ
レ
ー
ム
に
閉
じ
込
め
る

動
き
を
と
り
、
そ
の
不
気
味
な
動
き
に
制
限
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
本

作
は
、「
私
」
の
記
述
行
為
を
も
っ
て
、
一
方
的
に
追
い
詰
め
る
―
追
い
詰

め
ら
れ
る
と
い
う
原
話
の
非
対
称
な
序
列
関
係
を
解
消
す
る
の
で
あ
る
。

４
　
設
定
さ
れ
る
／
逸
脱
さ
れ
る
枠
組
み

　

豊
島
の
「
或
る
女
の
手
記
」
と
二
つ
の
原
話
と
の
最
大
の
違
い
は
、
結
末

に
あ
る
。
家
ま
で
「
私
」
を
尾
け
て
き
た
男
は
、
出
て
き
た
彼
女
の
兄
と
対

話
し
、「
こ
れ
か
ら
外
国
へ
行
」
く
と
言
っ
て
姿
を
消
す
。
そ
の
後
、
卒
業
し

て
故
郷
に
戻
っ
た
「
私
」
は
、
あ
る
日
実
家
近
く
の
幼
い
こ
ろ
か
ら
知
る
寺

を
訪
れ
る
。
そ
こ
で
若
い
跡
取
り
の
姿
を
見
た
こ
と
を
引
き
鉄
に
、
彼
女
は

か
つ
て
の
寺
の
男
の
幻
覚
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
「
日
に
〳
〵
瘦
せ
衰

へ
て
い
」
く
。
こ
こ
ま
で
の
大
筋
は
、
後
で
ふ
れ
る
よ
う
に
大
き
な
改
変
を

含
ん
で
は
い
る
が
、
両
原
話
に
準
拠
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
作
の
末
尾
で
、

「
私
」
は
「
死
ぬ
も
の
だ
と
覚
悟
し
」
た
状
態
か
ら
生
還
す
る
の
で
あ
る
。

　

遡
れ
ば
、
家
ま
で
尾
け
て
き
た
日
に
男
が
「
あ
と
二
年
間
お
妹
さ
ん
を
結

婚
さ
せ
な
い
で
置
い
て
下
さ
い
」、「
来
年
の
暮
ま
で
は
是
非
待
つ
て
下
さ
い
」

と
訴
え
て
い
た
こ
と
を
「
私
」
は
兄
か
ら
知
ら
さ
れ
た
。
こ
の
要
望
は
、「
僧
」

「
黒
眼
鏡
」
で
は
な
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
男
は
こ
う
し
た
申
し
入
れ
を
し
て
お

き
な
が
ら
右
の
対
面
の
翌
日
に
寺
か
ら
現
金
を
持
ち
逃
げ
る
が
、
そ
れ
も
ど
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ち
ら
の
原
話
に
も
な
い
展
開
で
あ
る
。
だ
が
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
出
来
事

が
あ
っ
た
後
も
な
お
、「
私
」
が
「
私
の
前
に
は
、
約
束
の
時
日
が
鉄
の
扉
の

や
う
に
聳
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
男
の
要
求

は
「
私
」
が
席
を
外
す
場
で
一
方
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
女
が
そ

れ
に
応
じ
る
い
わ
れ
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
し
て
相
手
は
、
身
寄
り
の
な
い
自

分
を
今
日
ま
で
育
て
て
く
れ
た
寺
か
ら
金
を
盗
ん
で
逃
げ
出
す
よ
う
な
人
物

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
私
」
は
男
の
要
請
を
「
約
束
」
と
記
し
て
い

る
。
彼
女
は
、
取
り
合
う
必
要
の
な
い
申
し
込
み
を
、
拘
束
力
あ
る
「
約
束

の
時
日
」
と
し
て
み
ず
か
ら
受
け
入
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
騒
動
の
一
年
後
に
帰
郷
し
た
「
私
」
は
、
か
つ
て
男
が
い
た
寺
を
訪

れ
る
。
こ
の
と
き
、
寺
の
住
職
が
か
け
た
「
こ
れ
か
ら
良
縁
を
求
め
て
お
嫁

入
り
な
さ
る
が
宜
し
い
」
と
い
う
言
葉
に
、「
私
」
は
ひ
そ
か
に
反
発
す
る
。

私
は
否
々
と
心
の
中
で
答
へ
た
。「
今
年
の
暮
だ
！
」
さ
う
い
ふ
思
ひ
が

私
の
心
を
閉
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
も
は
や
運
命
と
い
つ
た
や
う
な
形
を

取
つ
て
、
私
の
未
来
を
塞
い
で
ゐ
た
。（
略
）「
今
年
の
暮
」
は
運
命
づ

け
ら
れ
た
災
厄
の
や
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

男
の
要
請
か
ら
一
年
経
っ
た
後
も
な
お
、「
私
」
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
ざ
る

を
え
な
い
こ
と
と
し
て
考
え
て
い
る
う
え
、「
運
命
づ
け
ら
れ
た
災
厄
」
と
、

よ
り
強
力
に
自
分
を
縛
る
言
葉
で
言
い
換
え
て
も
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
っ

て
、「
今
年
の
暮
」
は
「
私
」
に
「
良
縁
を
求
め
て
お
嫁
入
り
」
す
る
こ
と
を

そ
の
時
ま
で
禁
じ
る
区
切
り
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
期
間
内
で
の
「
死

を
覚
悟
」
さ
せ
る
、
彼
女
の
命
の
期
限
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
私
」

は
、
別
の
箇
所
で
は
「「
今
年
の
暮
」
と
い
ふ
鉄
の
扉
」
と
い
う
比
喩
を
使

う
。「
私
」
の
不
在
時
に
男
が
出
し
た
要
望
に
す
ぎ
な
か
っ
た
「
今
年
の
暮
」

を
、「
私
」
は
免
れ
が
た
い
「
約
束
」
あ
る
い
は
「
運
命
」
と
し
て
引
き
受
け

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
期
限
の
設
定
に
よ
り
み
ず
か
ら
を
縛
る
記
述
を
行
な
う
一
方

で
、「
私
」
は
手
記
の
随
所
に
お
い
て
、
自
分
が
先
に
書
い
た
文
を
壊
し
、
ま

た
は
そ
こ
か
ら
逸
脱
す
る
記
述
も
行
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
右
の
場
面
の

直
前
、「
初
め
て
、「
猥
リ
ニ
出
入
ヲ
禁
ズ
」
と
い
ふ
札
の
掛
つ
て
る
お
寺
の

門
を
、
兄
さ
ん
と
一
緒
に
く
ぐ
」
っ
た
際
の
こ
と
を
、「
私
」
は
「
庭
は
思
つ

た
よ
り
狭
か
つ
た
。
中
に
は
い
つ
て
み
る
と
、
さ
う
綺
麗
な
閑
寂
な
庭
で
も

な
か
つ
た
」
と
綴
る
。
こ
の
感
想
は
、「
奥
ゆ
か
し
い
寂
し
い
風
致
」
と
い
う

冒
頭
部
の
記
述
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

先
述
し
た
事
柄
を
否
む
こ
の
よ
う
な
記
述
は
、
登
下
校
時
に
男
と
遭
遇
す

る
場
面
に
も
み
ら
れ
る
。「
彼
は
、
私
の
学
校
の
帰
り
に
は
少
し
も
姿
を
見
せ

な
か
つ
た
」
と
い
う
文
の
二
段
落
後
に
は
、「
彼
と
逢
ふ
の
は
、
晴
れ
た
日
の

朝
に
限
つ
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
で
も
一
週
に
一
度
か
十
日
に
一
度
く
ら
ゐ
は
、

学
校
の
帰
り
に
顔
を
合
せ
る
こ
と
が
あ
つ
た
」
と
の
記
述
が
置
か
れ
る
。「
少

し
も
姿
を
見
せ
な
か
つ
た
」「
限
つ
て
ゐ
た
」
と
い
う
断
定
は
、
す
ぐ
に
「
そ

れ
で
も
」
と
い
う
逆
接
以
下
の
文
で
例
外
が
あ
っ
た
と
打
ち
消
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
措
辞
は
、「
僧
」「
黒
眼
鏡
」
の
同
じ
場
面
で
「
必
ず
」「
毎
に
」「
い

つ
も
」「
い
つ
で
も
」
な
ど
の
副
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
は
対
照
的
で

あ
る
。
本
作
の
「
私
」
は
、
断
定
表
現
を
い
っ
た
ん
採
り
な
が
ら
、
そ
の
後

に
例
外
や
逸
脱
の
記
述
を
配
し
、
必
ず
こ
う
で
あ
っ
た
と
自
分
が
記
し
た
事

柄
の
恒
常
性
を
打
ち
消
す
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
手
記
内
に
は
「
義
姉
さ
ん
も
喫
驚
し
て
立
ち
上
ら
れ
た

が
、
す
ぐ
に
ま
た
坐
つ
て
私
の
靴
を
ぬ
い
で

0

0

0

下
す
つ
た
」、「
私
は
熱
い
涙
が
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は
ら
〳
〵
と
出
て
き
た
」、「
あ
な
た
も
修
業
が0

つ
み
立
派
な
名
僧
と
な
ら
れ

た
ら
」
な
ど
の
、
主
述
が
対
応
し
て
い
な
い
文
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
で

は
、
述
語
が
あ
る
べ
き
形
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
先
行
す
る
主
語
の
統
御
か
ら

外
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
事
柄
を
逸
脱
す
る
「
私
」
の
記
述
の
特
徴
は
、
こ

の
よ
う
な
文
の
シ
ン
タ
ク
ス
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し

た
文
章
が
現
れ
る
の
も
、
本
作
に
お
い
て
「
私
」
が
書
き
手
と
し
て
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。

　

手
記
を
書
き
起
こ
す
に
至
っ
た
発
端
を
失
念
し
た
か
の
よ
う
な
文
章
も
見

ら
れ
る
。
話
の
最
終
盤
で
、
実
家
の
近
隣
に
あ
る
寺
の
継
嗣
に
妹
を
娶
っ
て

ほ
し
い
と
兄
が
頼
ん
だ
こ
と
を
受
け
て
、「
私
」
は
「
あ
の
お
坊
さ
ん
に
宛

て
ゝ
、
今
や
私
の
愛
す
る
人
に
宛
て
ゝ
、
こ
の
手
記
を
書
き
か
け
た
」
と
記

す
。
こ
こ
で
、
事
情
を
知
ら
な
い
「
私
」
の
婚
約
者
に
向
け
て
こ
の
手
記
が

し
た
た
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
し
か
し
、
手
記
は
婚
約
者
を

宛
先
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
反
面
、
そ
の
半
ば
に
は
次
の
よ
う
な
章
句
が

挿
ま
れ
る
。

一
番
上
の
兄
さ
ん
は
東
京
に
住
ん
で
居
り
、
二
番
目
の
兄
さ
ん
は
幼
く

て
死
に
、
姉
さ
ん
は
大
阪
へ
嫁
い
で
ゐ
る
の
で
、
故
郷
の
家
に
は
両
親

と
弟
と
が
居
る
き
り
で
、
わ
り
に
淋
し
か
つ
た
け
れ
ど
、
一
年
ぶ
り
に

父
母
の
膝
下
に
身
を
置
く
こ
と
は
、
私
に
と
つ
て
ど
ん
な
に
嬉
し
い
こ

と
だ
つ
た
ら
う
。
け
れ
ど
も
今
は
、
さ
う
い
ふ
こ
と
を
書
い
て
る
の
で

は
な
い
。
私
は
物
語
り
の
筆
を
進
め
よ
う
。

　
「
私
」
は
「
今
は
、
さ
う
い
ふ
こ
と
を
書
い
て
る
の
で
は
な
い
」
と
、
目
的

外
の
記
述
を
禁
欲
す
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
結
婚
相
手
に
い
ま
さ
ら
家
族

の
解
説
を
行
な
う
こ
と
は
不
要
で
あ
る
は
ず
だ
。
右
の
一
節
の
直
後
に
も
、

「
私
の
家
は
殆
ん
ど
郊
外
と
云
つ
て
も
い
ゝ
位
の
、
町
外
れ
の
野
の
中
に
在
つ

た
」
と
、
書
く
ま
で
も
な
い
事
柄
が
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
婚
約
者

を
宛
先
と
す
る
と
い
う
そ
も
そ
も
の
想
定
す
ら
逸
脱
す
る
文
を
「
私
」
は
書

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
自
分
が
先
に
書
い
た
こ
と
を
逸
脱
し
、
否
定
す
る
記
述
を
繰
り

返
し
た
う
え
で
、「
私
」
は
行
方
を
く
ら
ま
し
た
男
の
幻
覚
に
襲
わ
れ
た
経
験

を
綴
る
。「
僧
」「
黒
眼
鏡
」
で
女
学
生
の
命
を
奪
う
こ
の
出
来
事
は
、
本
作

で
は
以
下
の
よ
う
な
顛
末
と
な
る
。

十
二
月
二
十
七
日
だ
つ
た
。
私
は
も
う
二
三
日
の
う
ち
に
死
ぬ
も
の
だ

と
覚
悟
し
て
ゐ
た
。（
略
）
私
は
、
そ
の
ま
ま
年
末
を
通
り
越
し
て
、
十

九
の
お
正
月
を
迎
へ
た
。（
略
）
／
け
れ
ど
も

0

0

0

0

、
私
の
運
命
は
永
久
に
彼

か
ら
解
き
放
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
！ 

さ
う
私
は
信
じ
た
。
そ
し
て

一
人
諦
め
て
ゐ
た
。
／
所
が

0

0

正
月
の
八
日
に
、
…
…
あ
ゝ
私
は
感
謝
の

言
葉
を
知
ら
な
い
！ 

兄
さ
ん
が
初
め
か
ら
の
詳
し
い
こ
と
を
、
お
寺
の

和
尚
さ
ん
と
あ
の
年
若
い
お
坊
さ
ん
と
に
話
し
て
、
お
坊
さ
ん
に
私
を

妻
と
し
て
く
れ
な
い
か
と
相
談
せ
ら
れ
た
さ
う
だ
。

　
「
私
が
彼
の
幻
影
に
ひ
ど
く
苦
し
め
ら
れ
」「
死
を
覚
悟
」
す
る
時
期
は
、

ち
ょ
う
ど
男
が
二
年
前
に
提
示
し
た
「
来
年
の
暮
」
に
あ
た
る
。「
来
年
の

暮
」
は
、
そ
れ
を
従
う
べ
き
「
約
束
」「
運
命
」
と
言
い
換
え
た
「
私
」
の
認

識
の
通
り
、
彼
女
の
生
を
画
す
る
「
鉄
の
扉
」
と
し
て
機
能
す
る
か
に
見
え

る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
「
私
」
は
「
年
末
を
通
り
越
」
し
、
越
せ
な
い
も

の
だ
と
覚
悟
し
て
い
た
「
暮
」
と
い
う
死
線
を
な
き
も
の
と
す
る
の
だ
。「
け
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れ
ど
も
」
以
下
で
彼
女
は
な
お
「
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
、
み

ず
か
ら
を
囚
え
る
檻
の
よ
う
な
言
い
回
し
を
使
っ
て
「
運
命
」
に
こ
だ
わ
る

そ
ぶ
り
を
見
せ
る
が
、
そ
れ
も
「
所
が
」
と
い
う
逆
接
で
否
定
さ
れ
る
。
そ

の
後
、
兄
の
計
ら
い
通
り
、
彼
女
は
実
家
近
く
の
寺
の
「
後
を
継
ぐ
べ
き
人
」

と
婚
約
す
る
だ
ろ
う
。
か
つ
て
寺
の
男
が
要
求
し
、「
私
」
が
「
約
束
」「
運

命
」
と
承
認
し
た
「「
今
年
の
暮
」
と
い
ふ
鉄
の
扉
」
は
こ
の
と
き
、「
私
」

の
結
婚
を
禁
じ
て
そ
の
命
を
断
ち
切
る
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
の
意
味
を
失

う
。「
私
」
は
自
身
の
生
存
を
、「
今
年
の
暮
」
と
い
う
期
限
か
ら
逸
脱
す
る

動
き
と
絡
め
て
記
述
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
私
」
の
手
記
は
、「
私
の
愛
す
る
人
に
宛
て
ゝ
、
こ
の
手
記
を
書
き
か
け

た
。
け
れ
ど
も
も
う
書
け
な
く
な
つ
た
」
と
唐
突
に
終
わ
る
。
将
来
の
こ
と

や
結
婚
相
手
へ
の
希
望
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
手
記
内
に
は
な
い
。
と
す
れ

ば
こ
の
手
記
の
眼
目
は
、
寺
の
男
と
知
り
合
っ
て
起
こ
っ
た
危
機
、
か
つ
そ

の
克
服
の
経
緯
を
示
す
こ
と
に
こ
そ
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う

し
て
「
或
る
女
の
手
記
」
は
、
か
つ
て
水
野
葉
舟
が
自
然
主
義
の
理
念
を
実

現
し
う
る
も
の
と
み
て
重
ん
じ
た
実
話
と
し
て
の
怪
談
を
、
異
な
る
結
末
に

至
る
別
の
物
語
に
書
き
換
え
て
い
る
。
葉
舟
と
逆
行
す
る
そ
の
動
き
は
、
手

記
形
式
の
採
用
、
す
な
わ
ち
作
中
人
物
の
書
く
行
為
の
前
景
化
に
支
え
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
「
私
」
の
記
述
行
為
に
よ
っ
て
、
怪
談
実
話
と
い
う
典
拠
は

小
説
へ
と
昇
華
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
「
或
る
女
の
手
記
」
が
発
表
さ
れ
た
大
正
九
年
末
、
豊
島
は
『
新
潮
』
誌
上

で
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
「
予
が
本
年
発
表
せ
る
創
作
に
就
い
て
」
に
、

「
創
作
は
従
で
あ
つ
た
」
と
小
見
出
し
の
つ
い
た
回
答
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の

年
、
豊
島
は
そ
の
代
名
詞
と
な
る
重
要
な
仕
事
の
ひ
と
つ
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ

ン
『
ジ
ヤ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
の
訳
業
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
翻

訳
が
主
で
創
作
が
従
」
と
称
す
る
状
況
下
で
豊
島
が
執
筆
し
た
著
作
の
ひ
と

つ
が
、
翻
案
作
品
「
或
る
女
の
手
記
」
で
あ
っ
た
。

　

本
作
の
「
私
」
は
、
終
わ
っ
た
過
去
の
出
来
事
を
記
述
に
よ
っ
て
再
構
成

す
る
。
細
部
は
も
と
よ
り
、
原
話
と
相
違
す
る
結
末
も
ま
た
、
手
記
を
綴
る

「
私
」
の
筆
の
運
び
と
と
も
に
出
来
し
た
。
み
ず
か
ら
定
め
た
期
限
と
い
う
枠

組
み
を
破
り
な
が
ら
「
私
」
が
生
存
す
る
こ
と
で
、
本
作
は
原
話
通
り
の
怪

異
譚
で
は
な
く
な
る
。『
妖
怪
実
話
』
の
編
者
水
野
葉
舟
は
、
明
治
末
期
の
自

然
主
義
の
理
念
に
も
と
づ
い
て
話
に
「
多
少
の
余
計
な
色
彩
」
を
付
す
こ
と

を
固
く
戒
め
、
筆
者
山
内
青
陵
は
、
葉
舟
の
企
図
を
取
り
違
え
つ
つ
も
「
聞

い
た
だ
け
の
事
実
は
少
し
も
曲
げ
て
ゐ
な
い
」
点
は
自
負
し
て
い
た
。
対
し

て
豊
島
の
「
或
る
女
の
手
記
」
は
、
む
し
ろ
水
野
葉
舟
と
山
内
青
陵
の
言
説

を
踏
ま
え
て
そ
れ
に
逆
行
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
実
見
」
あ
る
い
は
「
事

実
」
と
し
て
語
ら
れ
た
怪
異
譚
を
典
拠
と
し
な
が
ら
、
怪
異
的
な
現
象
を
幻

覚
と
い
う
フ
レ
ー
ム
に
囲
い
込
む
「
私
」
の
記
述
行
為
を
介
在
さ
せ
て
創
作

話
に
仕
立
て
直
し
て
い
る
。

　

本
作
で
は
、
起
こ
っ
た
出
来
事
を
「
種
々
な
附
け
た
し
も
の
」
な
し
に
再

現
し
て
「
人
間
の
制
限
さ
れ
た
五
感
で
感
ず
る
、
以
外
、
以
上
の
世
界
」
に

到
達
す
る
こ
と
を
目
指
す
新
自
然
主
義
の
理
念
は
採
ら
れ
な
い
。「
或
る
女
の

手
記
」
が
呈
示
す
る
の
は
、「
私
」
と
い
う
書
き
手
が
み
ず
か
ら
の
判
断
で

「
色
彩
」
を
加
え
つ
つ
出
来
事
を
記
述
し
て
い
く
さ
ま
で
あ
る
。「
或
る
女
の

手
記
」
は
、
翻
案
と
い
う
手
法
を
使
い
な
が
ら
、
典
拠
で
あ
る
怪
談
に
持
た

さ
れ
た
「
実
話
」
と
い
う
保
証
を
記
述
行
為
の
戦
略
に
よ
っ
て
破
る
、
小
説

な
の
で
あ
る
。
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＊
「
或
る
女
の
手
記
」
か
ら
の
引
用
は
、『
若
き
日
の
話
』（
春
陽
堂
、
大
10
・
10
）

に
拠
る
。
引
用
に
際
し
て
旧
字
は
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

注（
1
）	

芥
川
龍
之
介
「
妖
婆
」（『
中
央
公
論
』
大
8
・
9
～
10
）、
佐
藤
春
夫
「
魔

の
も
の
―folk tales

―
」（『
新
小
説
』
大
11
・
4
）
な
ど

（
2
）	

三
浦
正
雄
「
日
本
近
現
代
怪
談
文
学
史
〈
大
正
編
〉」（『
山
陽
学
園
短
期
大

学
紀
要
』（
35
）、
04
・
12
）

（
3
）	

鈴
木
貞
美
「「
大
正
生
命
主
義
」
と
は
何
か
」（『
大
正
生
命
主
義
と
現
代
』

河
出
書
房
新
社
、
95
・
3
、
八
頁
）　

（
4
）	

一
九
二
二
年
八
月
三
〇
日
付
で
林
原
耕
三
宛
て
に
出
さ
れ
た
書
簡
上
で
、

豊
島
は
自
身
の
現
状
を
こ
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
（
林
原
耕
三
「
思
い
出
の

手
紙
―
私
の
小
宮
さ
ん
と
豊
島
君
」『
批
評
』
69
・
4
→
『
漱
石
山
房
の
人
々
』

講
談
社
、
71
・
9
、
一
四
三
頁
）

（
5
）	

中
村
真
一
郎
「
解
説
」（『
豊
島
与
志
雄
著
作
集 

第
一
巻
』
未
来
社
、
67
・

6
）

（
6
）	

浅
岡
ま
さ
み
「
豊
島
与
志
雄
論
―
病
跡
学
的
考
察
」（『
日
本
病
跡
学
雑

誌
』（
16
）、
78
・
11
）

（
7
）	

関
口
安
義
『
評
伝 

豊
島
与
志
雄
』
未
来
社
、
87
・
11
、
一
四
八
・
一
五
四
頁

（
8
）	

堀
切
直
人
「
解
説
」（『
日
本
幻
想
文
学
集
成
18 

豊
島
与
志
雄 

白
蛾
』
前
掲
）

（
9
）	

第
三
次
『
新
思
潮
』
同
人
だ
っ
た
山
宮
允
は
回
想
録
「「
第
三
次
「
新
思

潮
」
の
こ
ろ
」（『
赤
門
文
学
』、
42
・
10
→
『
書
物
と
著
者
』
吾
妻
書
房
、
49
・

6
）
で
、
自
身
の
同
級
生
と
し
て
豊
島
と
と
も
に
新
城
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

新
城
は
『
新
思
潮
』
に
は
加
わ
ら
ず
、
山
宮
と
は
学
科
も
異
な
っ
て
い
た
が
、

彼
ら
は
三
木
露
風
の
未
来
社
で
接
点
を
も
っ
て
い
た
。
な
お
、
新
城
は
明
治

四
十
四
年
時
点
で
第
二
次
『
新
思
潮
』
に
作
品
を
掲
載
し
て
お
り
（
五
号
：

翻
訳
「
麵
麭
箱
」（
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
）、
七
号
：
戯
曲
「
美
し
き
凋
落
」）、
す

で
に
文
学
の
場
に
携
わ
っ
て
い
た
。

（
10
）	

た
だ
し
、
現
在
刊
行
が
確
認
で
き
る
の
は
新
城
訳
の
『
狂
音
楽
師
』
一
冊

の
み
で
あ
る
。

（
11
）	

関
口
安
義
『
評
伝 

豊
島
与
志
雄
』
前
掲
、
五
八
頁

（
12
）	

武
川
忠
一
「
窪
田
空
穂
と
『
国
民
文
学
』
の
系
統
」（『
近
代
短
歌
史 

第
2

巻 （
大
正
短
歌
史
）』
春
秋
社
、
58
・
4
）

（
13
）	

横
山
茂
雄
「
怪
談
の
位
相
」（
水
野
葉
舟
『
遠
野
物
語
の
周
辺
』
国
書
刊
行

会
、
01
・
11
、
二
六
九
頁
）

（
14
）	

石
山
徹
郎
は
「
空
穂
・
葉
舟
を
中
心
に
し
て
十
月
会
が
生
れ
」
た
（『
現
代

短
歌
』（
日
本
評
論
社
、
45
・
12
、
一
二
一
頁
）
と
述
べ
、
村
崎
凡
人
は
「
水

野
葉
舟
が
空
穂
の
友
人
と
し
て
、
客
員
と
い
う
形
で
加
わ
つ
て
い
た
」（『
窪

田
空
穂
』
長
谷
川
書
房
、
54
・
7
、
一
六
九
頁
）
と
書
い
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
う
し
た
葉
舟
が
十
月
会
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
に
該
当
す

る
記
述
は
、
空
穂
本
人
の
文
章
（『
窪
田
空
穂
全
集
』
全
二
八
巻
、
角
川
書

店
、
65
・
2
～
68
・
3
）
に
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
15
）	

第
三
次
新
思
潮
派
と
『
早
稲
田
文
学
』
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
第
三
次
『
新
思
潮
』
時
代
の
豊
島
与
志
雄
―
象
徴
主
義
へ
の
接
近
と
逆

行
」（『
日
本
近
代
文
学
』（
109
）、
23
・
11
）
で
論
じ
て
い
る
。

（
16
）	

臨
川
は
抱
月
、
御
風
、
泡
鳴
ら
の
よ
う
に
自
然
主
義
の
立
場
は
と
っ
て
い

な
い
が
、「
自
然
主
義
汎
論
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
43
・
9
）
を
執
筆
し
、
西

欧
に
発
し
た
こ
の
思
潮
の
概
説
を
行
な
っ
た
。

（
17
）	

谷
口
基
『
怪
談
異
譚 

怨
念
の
近
代
』（
水
声
社
、
09
・
8
）、
一
柳
廣
孝

『
怪
異
の
表
象
空
間 

メ
デ
ィ
ア
・
オ
カ
ル
ト
・
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
』（
国
書
刊

行
会
、
20
・
3
）
な
ど
。

（
18
）	

相
馬
庸
郎
「
日
本
自
然
主
義
の
「
象
徴
派
」
的
性
格
」（『
文
学
』
65
・
9
）

（
19
）	

石
井
正
己
『『
遠
野
物
語
』
の
誕
生
』（
若
草
書
房
、
00
・
8
）
な
ど
。
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（
20
）	

引
用
は
水
野
葉
舟
『
遠
野
物
語
の
周
辺
』（
前
掲
、
一
六
四
頁
）
に
よ
る
。

（
21
）	

引
用
は
水
野
葉
舟
『
遠
野
物
語
の
周
辺
』（
前
掲
、
一
七
六
頁
）
に
よ
る
。

（
22
）	

花
袋
と
柳
田
が
連
名
で
編
ん
だ
『
近
世
奇
談
全
集
』（
博
文
館
、
明
36
・

3
）
の
「
序
言
」
に
は
、「
霊
と
い
ひ
魂
と
い
ひ
神
と
い
ふ
、
皆
こ
れ
神
秘
を

奉
ず
る
者
の
主
体
に
し
て
、
わ
が
小
自
然
の
上
に
か
の
大
宇
宙
を
視
、
わ
が

現
世
相
の
上
に
か
の
未
来
相
を
現
ず
る
も
の
ゝ
謂
な
り
」
と
、
す
で
に
神
秘

的
な
「
奇
談
」
を
通
し
て
「
吾
人
」
と
「
大
宇
宙
」
と
を
同
一
視
す
る
文
言

が
見
え
る
。

（
23
）	

横
山
茂
雄
「
怪
談
の
位
相
」（『
遠
野
物
語
の
周
辺
』
前
掲
、
三
〇
二
頁
）

（
24
）	

拙
稿
「
第
三
次
『
新
思
潮
』
時
代
の
豊
島
与
志
雄
―
象
徴
主
義
へ
の
接
近

と
逆
行
」
前
掲
。

（
25
）	

引
用
は
水
野
葉
舟
『
遠
野
物
語
の
周
辺
』（
前
掲
、
一
八
二
頁
）
に
よ
る
。

（
26
）	

浅
岡
ま
さ
み
「
豊
島
與
志
雄
論
―
病
跡
学
的
考
察
」
前
掲
、
堀
切
直
人

「
解
説
」
前
掲
。

（
か
わ
う
ち　

み
ほ
／
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）


